
 

 

パーツ単位のモーフィングにもとづく似顔絵生成 
小松璃子*  伊藤貴之* 

概要．インターネットサービスの普及に伴い，自身の顔の特徴を表した似顔絵を使用する機会が増えて

いる．似顔絵生成のツールとして，顔のパーツごとに何種類かのイラストを選択し，それらをユーザ自

身が選び組み合わせる技術が普及している．しかし，このようなサービスで多様な似顔絵を生成するに

は，各パーツのイラストをかなり多く揃え，その中から選択しなければならない．また似顔絵生成を自

動化する研究も進んでいるが，さまざまな画風に対応することが難しい場合がある． 
	
 本論文では，パーツ単位でモーフィングを適用することにより，あらかじめ用意されるイラスト数に

制限されることなく，本人の特徴を捉えた似顔絵を生成する手法を提案する．モーフィングを適用する

ことにより，少ないイラストを用いてより細かな特徴を表現することが可能になる．また，1枚の実写
画像から顔の特徴値を算出し，それにもとづき各パーツを生成することにより，ユーザが手軽に似顔絵

を生成できるシステムを目指す． 
 
1 はじめに 
近年，SNSの普及に伴い，人物の特徴を表した似

顔絵を使用する機会が増加している．似顔絵を作成

する手法として，あらかじめ用意されたパーツ群か

らユーザ自身の特徴に類似したパーツを選択し，そ

れらを組み合わせる手法[1]がある．この手法は，用
意されたパーツ数が限られている状況において，ユ

ーザの特徴を適切に表現したパーツが見当たらない

場合には，ユーザの特徴を捉えた似顔絵を作成する

ことが難しい．これに対して，モーフィングを用い

て似顔絵を生成する手法[2]がある．モーフィングと
は，ある形状から別の形状へ変化していく過程の中

間を補う画像を作成することである．この手法では，

実写画像に類似した複数の似顔絵をモーフィングし

て，新たな似顔絵を生成する．しかし，顔全体を対

象としてモーフィングを実行するため，顔のパーツ

ごとの特徴を表現することはできない． 
そこで本報告では，目，鼻，口などのパーツを単

位としたモーフィングによる似顔絵生成システムを

提案する．複数のサンプルパーツからモーフィング

によって新たなパーツイラストを生成することによ

り，似顔絵生成結果の品質がサンプルパーツの充実

度に依存することを軽減し，また顔を構成する各パ

ーツの特徴を的確にイラストに反映できるようにす

る． 
 

2 提案手法 
本手法では，実写画像を複数のパーツ画像に分割

し，各パーツ画像の特徴にもとづきモーフィングを

適用することにより新たなパーツイラストを生成す

る．これらを輪郭画像上に配置することで似顔絵を

自動生成する． 
 

2.1 特徴値の取得とモーフィングの適用 
実写画像から目や口といった各パーツの特徴点を

取得し，パーツごとに分割する．我々の実装では

ABEJA社[3]のAPIを適用することにより，目，眉，
鼻，口，輪郭の座標を合計 68 点取得し，これらの
点にもとづき実写画像を 5 つのパーツに分割する．
続いて，あらかじめ著者が定めた何種類かの特徴要

素に対する該当度を算出し，これを各パーツの特徴

値とする．表 1に各パーツの特徴要素を示す．現段
階では，鼻の特徴値算出が難しいため，目，眉，口

に対してのみ該当度を算出する．各特徴要素の該当

度は，入力された実写画像とあらかじめ用意された

サンプル画像群との類似度を算出することで求める．

著者の実験環境では各特徴要素に 20 枚程度のサン
プル画像を用意し，実写画像とサンプル画像の類似

度に正規化相互相関にもとづくテンプレートマッチ

ングを適用することにより類似度を算出する．  
 

部位名 特徴要素 
目 つり目 たれ目 丸い 細い 
眉 濃い 薄い 急な 緩やかな 
口 開いてい

る 
閉じてい

る 
口角が上

がってい

る 

口角が下

がってい

る 
 
	
 一方で本手法では，特徴要素ごとに各パーツのイ

ラスト画像を用意する．図 1にイラスト画像例を示Copyright is held by the author(s)． 
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表 1．各パーツの特徴の要素 
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す．多種多様な画風のイラスト画像を用意すること

により，多様な画風の似顔絵を選択的に生成するこ

とが可能になる．本手法ではこれらのイラスト画像

に対して，実写画像から算出した特徴値によって重

みをつけ，モーフィングを適用する．  

 
 

 

2.2 髪型の判別 
入力画像から髪領域を抽出する．2.1 節で取得し

た特徴点から耳と額の上部の RGB 値を髪の基準色
として取得する．実写画像の各画素の RGB 値と髪
の基準色を比較し，差が一定値より小さければその

画素が髪領域であると判断する．以上の処理により

得られた髪領域画像にもとづき，髪型を判別する．

現時点では前髪の重み，分け目，後ろ髪の長さの 3
項目について判別する．そして判別結果に対応する

髪型を，あらかじめ用意されたサンプルイラストか

ら選択する． 
 
2.3 パーツの配置 

2.1節において生成された顔の各パーツと，2.2節
において選択された髪型を輪郭画像と組み合わせる．

本手法では，あらかじめ用意した輪郭画像に実写画

像の肌の色を反映し，この画像上に各パーツを配置

する．パーツの配置座標は，あらかじめ用意した 80
枚の顔画像の特徴点の平均位置と，実写画像の特徴

点位置との差分にもとづき決定する．これに従って

各パーツを配置し，似顔絵生成を終了する．  
 

3 結果と考察 
本報告では 15歳から 25歳の女性のサンプル画像

340枚を実験に使用した． 4枚の実写画像を入力し
た結果，それぞれの特徴を表した似顔絵を生成する

ことができた（図 2）．特に目については，実写画像
の特徴を捉えたイラストを再現できていることがわ

かる．また，髪の判別についても，前髪の形状や後

ろ髪の長さを適切に選択できていることがわかる．

一方で眉の特徴要素に関しては，あまり実写画像の

特徴を再現できていない．これは，実写画像の眉を

認識する際に前髪が重なり，特徴値の取得に誤差が

生じていることが要因として考えられる．  
 

4 まとめと今後の課題 
本報告では，パーツ単位のモーフィングによる似

顔絵生成手法の提案と，その現在の実装結果を示し

た． 
実装上の今後の課題として，各パーツの特徴値計

算の精度の向上が挙げられる．現時点では，著者が

あらかじめ定めた特徴要素を用いて似顔絵を生成し

ているが，多くの人物画像を分析することにより，

さらに的確な特徴値を取得できようになると考えら

れる．また，似顔絵生成を目的とした顔や髪の特徴

抽出[4]にも取り組みたい．  
これらの実装上の問題を解決した後に，男性を含

めて被写体層を拡大し，さまざまな画風のイラスト

画像を対象として似顔絵生成の実験を試み，その似

顔絵生成結果に対する評価を進めたい．また実用に

向けて具体的なユースケースシナリオを設定し，そ

のシナリオに向けて満足のいく似顔絵生成ができる

かを検証したい． 
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図 2．実行結果 

図 1．目のサンプルイラスト 


